
　本年４月、工業研究所が掲げている「コア技術」
を確立し、「モノづくり中小企業総合技術支援事
業」を効果的に行うため、組織再編が行われました。
それにより、化学系の部・研究室が大きく変わりま
した。従来、材料技術部にあった無機材料研究室、
有機材料研究室、材料評価研究室と資源環境部に
あった資源技術研究室、環境技術研究室の化学系
５室を、１部４室へ再編し材料化学部として生ま
れ変わりましたので、各研究室の業務についてご
紹介いたします。
表面技術研究室（ＴＥＬ：０５２－６５４－９９１０）
　コア技術「表面処理応用技術」の確立をめざし、
①めっき等表面処理技術の開発と評価、②セラ
ミックスコーティング技術の開発と評価、③ＳＥＭ、
ＸＭＡ等による微小領域の表面分析、④トライボロ
ジー特性の評価を中心とした研究開発、これらに
関連する依頼分析、技術相談などの技術支援の業
務を行っています。当研究室では、愛知県鍍金工
業組合、愛知県工業塗装協同組合の２団体と技術
力強化推進会議を設け、業界独自の課題を解決す
るため共同研究や技術研修を行っています。また、
鍍金技術研究会、中部塗装技術研究会、無機材料研
究会の事務局を担当し、それぞれ関連する新技術
講演会などを開催しています。
材料応用化学研究室（ＴＥＬ：０５２－６５４－９８５５）
　コア技術「光触媒応用技術」と「化学分析・化学
計測技術」の確立をめざし、①無機系材料、特に光
触媒の開発と評価、②金属・無機系材料の化学分析、
③Ｘ線分析・熱分析・粒子径解析等による無機系材
料の評価、④湿式分離回収技術を中心とした研究
開発、これらに関連する依頼分析、技術相談などの
技術支援の業務を行っています。当研究室が事務

局をしている東海無機分析化学研究会では、基礎
分析技術の向上、分析技術の改良・開発をめざし金
属や無機材料の共同分析・検討会を行うとともに、
分析技術講演会を開催しています。
プラスチック材料研究室（ＴＥＬ：０５２－６５４－９９１３）
　コア技術「生分解性プラスチック技術」、「製品の
長寿命化技術」の確立をめざし、①生分解性プラス
チックをはじめとする有機材料の試験、分析、評価、
②光機能材料、接着剤、バイオプラスチックなど有
機機能材料の開発と評価、③高分子材料の応力・ひ
ずみ測定に基づく物性評価を中心とした研究開発、
これらに関連する依頼分析、技術相談などの技術
支援の業務を行っています。当研究室では、中部
プラスチック技術振興会、画像技術研究会の事務
局を担当し、それぞれ関連する新技術を紹介する
ために講演会や見学会を開催しています。また、
愛知県プラスチック成形工業組合と技術力強化推
進会議を設け、エンジニアリングプラスチックの
成形技術の研修を行っています。
資源循環研究室（ＴＥＬ：０５２－６５４－９８８５）
　コア技術「吸水、吸油材料技術」、「廃棄物の再資
源化と環境対応技術」の確立をめざし、①吸水・吸
油材料の開発と評価、②廃棄物の再資源化技術、③
環境改善技術・環境対応技術、④有機材料の分析及
び試験を中心とした研究開発、これらに関連する
依頼分析、技術相談などの技術支援の業務を行っ
ています。当研究室では、名古屋テキスタイル研
究会の事務局を担当し、繊維加工技術講演会・講習
会、見学会などを開催しています。

（材料化学部長　福田博行）
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材料化学部のご紹介
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　自動車、鉄道、飛行機の制御や電力、ガスの供給

のように、人命にかかわるシステムでは、ソフト

ウェアの不具合が直接的に安全に影響を与えるこ

とがあります。しかし、直接危害を加えるのは、動

作する機械部品、電子部品であるため、ソフトウェ

アとの関連性が一般にはわかりにくい場合があり

ます。また、ソフトウェアの開発者にシステムの

安全に関する情報が十分に伝わっていない場合が

あるかもしれません。

　公的試験研究機関では、工業標準がある場合は、

工業標準に基づいて技術的試験を実施しています。

試験を実施するために適切な工業標準が存在しな

い場合は、試験方法から検討する必要があります。

従来、ソフトウェアの試験に関する工業標準は、

ＩＥＥＥから発行されていました。ＩＥＥＥは世界中か

らの参加を認めている国際的な組織であり、ＷＴＯ

／ＴＢＴ協定で国際調達の非関税障壁とならないた

めの工業標準として例示しているのは ＩＳＯ、ＩＥＣ、

ＩＴＵだけです。そのため、ＩＥＥＥではソフトウェア

の試験規格を国際規格にするためにＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１ 

ＳＣ７に工業標準を提出しています。しかし、これま

でＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１ で規定してきたプログラミング

言語、ＯＳ（ＰＯＳＩＸ：Ｐｏｒｔａｂｌｅ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ ｓｙｓｔｅｍ

ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、データベースなどの工業規格の内容は、

必ずしも安全に対する影響を考慮した厳密な規定

ではなく、技術開発を促すための共通の用語定義

が中心でした。

　安全に関する工業規格では、ＩＥＣ ６１５０８ 

Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ ｓａｆｅｔｙ ｏｆ ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ／ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ／

ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ ｓａｆｅｔｙ－ｒｅｌａｔｅｄ ｓｙｓｔｅｍｓ

シリーズで機能安全について規定しています。その

うち、Ｐａｒｔ３にソフトウェアに関する要求がありま

す。また、安全分析に必要な技術も次のような規

格が２００１年以降、次々に出ています。（ＩＥＣ ６１８８２

：２００１ Ｈａｚａｒｄ ａｎｄ ｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ（ＨＡＺＯＰ）ｓｔｕｄｉｅｓ

Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ｇｕｉｄｅ， ＩＥＣ ６０８１２：２００６ Ａｎａｌｙｓｉｓ

ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ ｆｏｒ ｓｙｓｔｅｍ ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙ－Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ

ｆｏｒ Ｆａｉｌｕｒｅ ｍｏｄｅ ａｎｄ ｅｆｆｅｃｔｓ ａｎａｌｙｓｉｓ（ＦＭＥＡ），

ＩＥＣ ６１０２５：２００６ Ｆａｕｌｔ ｔｒｅｅ ａｎａｌｙｓｉｓ（ＦＴＡ））。

しかし、これらは安全分析の方法で、安全のための

試験方法を具体的に規定している規格はありませ

ん。そのため、どのような試験を具体的に行うか

は開発の目的に応じて当事者が具体的に決める必

要があります。その際に、参考になるソフトウェア工

業標準としては、ＩＳＯ／ＩＥＣ １５０２６ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ－Ｓｙｓｔｅｍ ａｎｄ ｓｏｆｔｗａｒｅ ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ ｌｅｖｅｌｓ

（ＪＩＳ Ｘ システム及びソフトウェアに課せられた

リスク抑制の完全性水準）があります。ソフトウェ

アの品質に関しては、ＩＳＯ／ＩＥＣ ２５０００ Ｓｏｆｔｗａｒｅ

Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ－Ｓｏｆｔｗａｒｅ ｐｒｏｄｕｃｔ Ｑｕａｌｉｔｙ Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ

ａｎｄ Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ（ＳＱｕａＲＥ）があります。また、ア

セスメントに関しては、ＩＳＯ／ＩＥＣ １５５０４　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ－Ｐｒｏｃｅｓｓ Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔシリーズがあ

ります。

　日本国内では、ＩＳＯ／ＩＥＣ １５０２６，ＩＳＯ／ＩＥＣ 

２５０００シリーズ、ＩＳＯ／ＩＥＣ １５５０４シリーズについて

は、情報処理学会情報規格調査会が日本を代表す

る審議団体として認定されており、日本を代表す

る技術的な意見を作成しています。工業研究所で

は、ＩＳＯ／ＩＥＣ １５５０４についてはシステム技術研究

会、ＰＯＳＩＸ，Ｃ言語については中部エレクトロニク

ス振興会で毎月研究会を開催し、積極的に規格の

制定にあたって意見を提言しています。また、工

業標準を利用したソフトウェア試験を行い学会、

業界団体で発表し、それぞれの工業標準制定後に

適合性の確認試験ができるように技術的な検討を

行っています。具体的には、ＰＯＳＩＸとＳＱｕａＲＥの

対応付けを２００５年に開催された世界ソフトウェア

品質会議で提案し、その後の日本におけるソフト

ウェア品質の向上の見本として利用していただい

ています。参考ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｔｃ１－ｓｃ７．ｏｒｇ

（情報・デバイス研究室　小川　清）
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安全を支える工業標準
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　当地区の中小製造業の皆様にご利用頂いており

ます技術相談や依頼試験は、工業研究所の主要な

業務の一つです。この業務は、企業の方々のため

だけでなく、当所においても現場技術をはじめ

色々な知識を得る機会ともなっています。また、

相談や試験の結果によっては依頼者の予想に反す

る場合が多々ありますが、時には依頼者をはじめ

関係者が「三方得」する嬉しい結果になることもあ

ります。

　ここでは、こうした一例をご紹介します。

　数年前、ある鋳造工場の方が、鋳造品の欠陥を見

て欲しいと来所されました。依頼者によると、重

量ｔｏｎ弱の鋳造品を発注企業に納めたら、加工代と

して約６�を切削加工しても加工面にピンホール

が有るとして返品され、鋳型からのガスによる欠

陥ではないのか、調査して結果を報告するように

とのことでした。この製品の製造過程において、

これまでと何一つ変更した物はないため、今回初

めてのクレームで何が原因なのか分らないという

状況でした。

　加工面を観察すると径１�前後の一見ピンホー

ルにも見える欠陥が点々と全面に有り、加工した

４個の全てに認められることから何らかの原因が

あるように思われ、原因調査を開始しました。

　欠陥形状は切削加工で変形していることが推察

されるので、形状や内部の様子をマクロ観察する

前に、加工面を耐水ペーパ（１２０～１０００番）研磨し

ました。その結果、研磨を数回繰り返したところ

で欠陥が小さく、数も少なくなり、加工面から約

０．６�研磨すると既存の欠陥は消失して、新たな欠

陥も出現しませんでした。試料を加工面に対して

垂直方向に切断し、研磨して加工面下近傍を観察

した結果でも、欠陥は認められませんでした。加

工面下約０．６�以上離れた内部では区切った様に欠

陥が認められないことから、ガス等によるピン

ホールであるとは考え難く、何か別の原因、例えば、

切削加工時の不具合に伴い鋳鉄中の黒鉛によって

誘発される欠落等が推察されます。

　これまでの試験の経過を主に写真でまとめ、依

頼者はこの結果を基にした報告書を発注企業へ提

出しました。その後は、発注企業からのコメント

等がないことから、加工面の欠陥はピンホールで

なく機械加工の不具合によるものとして、この相

談及び試験は決着しました。

　結論に至るまでに時間がかかりましたが、欠陥

の原因が相談企業によるものでなかったこと（得）、

発注企業が機械加工での不具合に気付いたこと

（得）及び当所には新たな知見や経験が得られたこ

と（得）で、最終的には関係者の全てが「三方得」と

なりました。

　万事がこの様に良い結果を生むとは限りません

が、お困りの時には、当所を一度お訪ね下さい。

（機械システム研究室　松井勝彦）
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“相談・依頼試験、時には「三方得」”

　去る６月１９日～２０日に東京国際フォーラム（東京都）にて開催された本フォーラムの全国公設試験研究機関

のコーナーにおいて当所が開発した「万能型室内ＶＯＣ対策用光触媒コーティング液」を紹介しました。　

　この光触媒コーティング液は、ホルムアルデヒド等の除去に加え、従来の光触媒が苦手とするトルエン等の

疎水性ＶＯＣ除去性能を強化した製品です。本フォーラムには、２日間で約２万人の来場者がありました。

～新連携／モノ作り中小企業全国フォーラムで製品化事例を紹介しました～
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工業研究所活用事例
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　当所は、地域に根ざした頼りがいのある中核研究機関を目指すとともに、積極的に技術開発をしようとする
企業のみなさまとともにそれぞれのオンリーワン技術の開発に取り組んでいます。
　お気軽に当所をご利用いただく参考として、過去に技術支援した事例を紹介します。

　輸送用機械の鋼製制御金具がロウ付後に、割れが発生していたという相談が
ありました。部品は大小２つの円筒をはめ合わせた部分を銅ロウ付した構造に
なっていて、部品円筒表面に割れが確認できました。破面を観察することが難
しい状態のため、割れた部分の断面を顕微鏡観察しました。その結果ロウ材が
通常の接合部だけでなく、外部表面まで均一に侵入していて、割れは粒界に
沿って発生していました。このことから今回の破損が引張の残留応力を持った
鋼に高温下で銅ロウが粒界に浸入し脆性破壊を起こしたことによるためと考え
られたので、部品を熱処理して残留する引張応力を除去することと銅を含まな
いあるいは含有率の低いロウ材を使用することを指導しました。その結果、割
れの発生はなくなりました。

輸送用機械の鋼製制御金具
の破損

業種：機械金属
目的：トラブル対策

問合せ先
　生産加工研究室
　（０５２－６５４－９８７４）

　「分析値が高すぎるのでは、との指摘を取引先から受けて困っている」という
相談がありました。塩類などを高濃度で含む試料中の亜鉛を、原子吸光法によ
り標準添加法で求めた値が高すぎたようです。分析条件を詳しくお聞きしたと
ころ、他の成分を共存させたまま、バックグラウンドの吸収補正をせずに定量
したとのことでした。高値の原因は共存する塩類による分子吸収の影響と考え
られましたので、バックグラウンド吸収の補正法を指導しました。また、標準
溶液の添加濃度も高すぎたので、標準液を添加した溶液の吸光度が試料溶液の
吸光度の２～数倍程度になるようにしてもらいました。この会社の事情を伺う
と、ベテランが退社して、経験の少ない若手だけで分析をおこなっているとの
ことです。そこで当所と�名古屋市工業技術振興協会が実施している中小企業
技術者研修を紹介したところ、ご参加いただけることになりました。

高値の原因

業種：化学
目的：トラブル対策

問合せ先
　材料応用化学研究室
　（０５２－６５４－９８５５）

　電子機器の回路基板において、過電流保護用のヒューズが、設計上では電流
が許容量以下と予想されるのに切れてしまったので、素子の品質を確認したい
という相談を受けました。まず試料を樹脂に埋め込み断面を光学顕微鏡・電子
顕微鏡で観察したところ、導電面で品質の安定性を疑わせるような比較的大き
な凹凸が見られました。また時間経過による電気特性の変化を知るため、恒温
槽の中で一定電流を流し続け試料両端の電圧（抵抗値に換算）の時間変化を測
定しました。試料はロットの違いや使用・未使用など条件を変えたもの８個を
同時に用いて比較しました。恒温槽内で試験を行うことにより、実際の使用温
度と同条件で測定することが出来、さらに高温にすれば加速試験として行うこ
とが出来ます。測定は定格電流の約半分で行ったにもかかわらず２つの試料で
溶断が起こり、この面からもヒューズの品質が疑われる結果となりました。

ヒューズの動作不良の原因
調査

業種：電機・電子
目的：部品不良の原因調査

問合せ先
　電子機器応用研究室
　（０５２－６５４－９９２６）

～学位（名古屋大学）取得者～
博士（工学）
技術支援室　児島澄人
「セラミックス粒子強化アルミニウム基複合材料およびクラッド材料における超塑性技術に関する研究」
　　難加工材料である標記の複合材料の超塑性を援用した成形技術について基礎及び応用研究を行った。


